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多
く
の
国
民
が
自
発
的
、
積
極
的
に
感
染
対
策
を
行
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
第
六
波
収
束
か
ら
僅
か
な
時
を
お
い
て
、
第
七
波
に
突
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
。 

こ
の
間
、
中
小
企
業
を
は
じ
め
個
人
事
業
主
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
労
働
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

失
っ
た
仕
事
を
未
だ
に
取
り
戻
せ
ず
、
苦
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
い
る
。 

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
日
本
音
楽
家
ユ
ニ
オ
ン
は
、
行
政
機
関
な
ど
に
公
益
法
人
の
収
支

相
償
の
見
直
し
に
向
け
た
提
案
を
行
う
と
共
に
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
音
楽
家
た
ち
も
持
続
化

給
付
金
の
対
象
と
な
る
よ
う
求
め
、
実
際
に
交
付
さ
れ
る
な
ど
成
果
を
上
げ
て
き
た
。 

 

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
は
不
確
定
な
要
素
が
多
い
が
、
雇
用
環
境
や
企

業
活
動
が
よ
り
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ひ
い
て
は
文
化
活
動
の
衰
退

に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
。 

私
た
ち
日
本
音
楽
家
ユ
ニ
オ
ン
は
、
音
楽
と
文
化
を
守
り
、
そ
の
将
来
が
よ
り
明
る
い
も
の

へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
関
連
す
る
団
体
や
組
織
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
め
、

運
動
を
強
化
し
て
ゆ
く
。 

 

ま
た
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
二
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
い

わ
ゆ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
以
降
、
市
民
を
も
攻
撃
対
象
と
し
た

最
も
残
忍
な
も
の
で
あ
り
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
侵
略
は
国
際
秩
序
を
大
き
く
破
壊
し
、
世
界

中
を
恐
怖
と
不
安
に
陥
れ
た
暴
挙
で
あ
る
。 

ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
が
始
ま
っ
て
以
降
、
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中

心
に
世
界
各
国
へ
避
難
し
、
辛
酸
を
な
め
る
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
愛
用
の
楽

器
さ
え
持
ち
出
せ
な
か
っ
た
演
奏
家
、
作
曲
家
を
は
じ
め
音
楽
に
関
連
す
る
仕
事
に
就
い
て

い
た
人
々
も
数
多
く
お
り
、
自
由
と
文
化
を
奪
わ
れ
て
い
る
事
は
痛
惜
に
堪
え
な
い
。 

 

私
た
ち
日
本
音
楽
家
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、
自
由
と
音
楽
、
文
化
を
守
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が

本
来
の
幸
福
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
ロ
シ
ア
に
対
し
即
時
停
戦
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
世
界

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
的
復
興
に
尽
力
す
る
よ
う
、
強
く
訴
え
る
。 

 

右
、
決
議
す
る
。 

 

二
〇
二
二
年
七
月
二
十
日 

日
本
音
楽
家
ユ
ニ
オ
ン
第
四
十
二
回
臨
時
全
国
大
会 


